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韓
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
両
国
の
批
准
を

終
え
、
来
年
１
月
１
日
発
効

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
手
続
き
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
米
国
が
10
月
上
旬
の

李イ
・
ミ
ョ
ン
バ
ク

明
博
大
統
領
の
公
式
訪
問
中
に
批

准
し
た
後
、
韓
国
の
国
会
審
議
は
野

党
・
民
主
党
の
抵
抗
で
長
引
き
、
11

月
23
日
に
よ
う
や
く
強
行
採
決
。
同

29
日
に
大
統
領
が
関
連
法
案
の
改
正

法
に
署
名
し
、
韓
国
側
の
手
続
き
も

完
了
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ソ
ウ
ル
市
内
で
は
そ
の
後
も
連
日
、
大
規

模
な
反
対
デ
モ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
内
外
で
大
統

領
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
評
価
さ
れ
、
い
ち
早
く
グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
へ
の
門
戸
を
開
く
と
と
も
に
、
競
争
相
手
で
あ

る
日
中
両
国
に
先
行
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
勝
ち
取
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
反
対
派
の
勢
い
は
止
ま
ら
な
い
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
（
投
資
企
業
が
相
手
国
政
府
を
国
際
仲
裁

機
関
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
）
や
農
業
の
ダ
メ
ー

ジ
と
い
う
心
配
は
あ
る
も
の
の
、
政
府

は
「
対
策
」
を
約
束
し
、
大
手
紙
や
世

論
調
査
も
評
価
し
て
い
る
。
選
挙
イ
ヤ

ー
を
来
年
に
控
え
た
政
治
シ
ョ
ー
と
片

付
け
る
に
は
厳
し
す
ぎ
る
市
民
の
反
応

に
、
韓
国
経
済
の
果
実
が
等
し
く
分
配

さ
れ
て
い
な
い
現
実
を
垣
間
見
る
よ
う

だ
。

　

10
月
の
ソ
ウ
ル
市
長
選
で
勝
利
し
た

「
市
民
派
」は
こ
の
間
の
政
治
シ
ョ
ー
に
は
ほ
と
ん
ど
加
わ

っ
て
い
な
い
が
、
経
済
が
好
調
で
も
人
気
が
上
が
ら
な
い

与
党
や
、今
回
の
騒
ぎ
で
評
価
を
下
げ
た
野
党
を
尻
目
に
、

彼
ら
が
漁
夫
の
利
を
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
目
を
離
せ

な
い
状
況
が
続
く
。（
小
林
　
中・韓
国
住
友
商
事
会
社
社

19
歳
の
若
さ
で
サ
ッ
カ
ー
・
ブ

ラ
ジ
ル
代
表
の
フ
ォ
ワ
ー
ド

を
担
う
ネ
イ
マ
ー
ル
が
11
月
、
所
属

す
る
国
内
ク
ラ
ブ
、
サ
ン
ト
ス
Ｆ
Ｃ

と
の
契
約
を
更
改
し
た
。
こ
れ
ま
で

幾
度
と
な
く
欧
州
移
籍
の
噂
が
流
れ

た
が
、
２
０
１
４
年
６
月
に
母
国
開

催
す
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ま
で
国
内

に
と
ど
ま
る
こ
と
が
確
定
。
同
じ
フ

ォ
ワ
ー
ド
で
隣
国
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
代

表
の
メ
ッ
シ
（
24
）
が
13
歳
で
ス
ペ

イ
ン
に
渡
り
、
Ｆ
Ｃ
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
育
て
ら
れ
た
の
と
は

好
対
照
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
い
わ
ば
純
粋
培
養
さ
れ
る
ネ
イ

マ
ー
ル
に
は
、サ
ッ
カ
ー
王
国
の
威
信
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

年
俸
は
推
定
で
最
高
２
４
０
０
万
レ
ア

ル
　 （
約
10
億
円
）。
広

告
収
入
を
含
め
ば
年
間
25
億
円
を
手
に
す
る
計
算
と
い

う
。
金
髪
モ
ヒ
カ
ン
刈
り
の
奇
抜
さ
も
相
ま
っ
て
、
彼
の

知
名
度
は
往
年
の
名
選
手
ペ
レ
や
、
事
故
死
し
た
Ｆ
１
レ

ー
サ
ー
の
セ
ナ
に
も
匹
敵
す
る
と
騒
が
れ
て
い
る
。
広
告

主
に
は
日
本
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
ナ
イ
キ

や
レ
ッ
ド
ブ
ル
な
ど
有
名
企
業
が
名
を
連
ね
る
。

　

と
り
わ
け
若
い
女
性
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
独
身

の
ネ
イ
マ
ー
ル
だ
が
、
実
は
８
月
に
息
子
が
生
ま
れ

て
い
る
。
母
親
と
さ
れ
る
17
歳
の
少
女
と
は
結
婚
す

る
意
思
を
示
さ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
醜
聞
め
い
た

報
道
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
衣
類
メ
ー
カ

ー
と
契
約
し
セ
ク
シ
ー
な
下
着
姿
を
披
露
し
た
り
、

金
融
大
手
の
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
か
ら
広
告
依
頼
を
受
け

た
り
と
相
変
わ
ら
ず
の
人
気
だ
。

　

折
し
も
日
本
で
開
催
中
の
ク
ラ
ブ
Ｗ
杯
に
は
サ
ン
ト

ス
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
も
参
戦
。
ネ
イ
マ
ー
ル
と
メ
ッ
シ
の

対
決
を
広
告
力
で
比
較
す
る
の
も
面
白
い
だ
ろ
う
。

（
朴
　
鐘
珠
・
毎
日
新
聞
外
信
部
記
者
、
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
）

南
ア
フ
リ
カ
で
一
編
の
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
が
話
題
を
呼
ん
で
い

る
。
隣
国
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
ム
ガ
ベ
大

統
領
（
と
思
わ
し
き
人
物
）
が
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
晩
さ
ん
会
の
テ
ー
ブ
ル

に
リ
ビ
ア
最
高
指
導
者
だ
っ
た
故
カ

ダ
フ
ィ
大
佐
の
名
札
を
置
く
シ
ー
ン

か
ら
始
ま
る
。

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
生
き
残
っ
た
最

後
の
独
裁
者
」。
以
下
は「
過
去
の
独

裁
者
た
ち
」
と
「
ム
ガ
ベ
氏
」
と
の

回
想
が
続
く
。
カ
ダ
フ
ィ
大
佐
と
水
鉄
砲
で
遊
び
、
中
国

の
故
毛
沢
東
主
席
と
は
カ
ラ
オ
ケ
に
興
じ
る
。
イ
ラ
ク
の

故
フ
セ
イ
ン
大
統
領
と
は
砂
漠
で
日
光
浴
、
南
ア
の
ア
パ

ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
）
政
策
下
の
白
人
指
導
者
ボ
タ

元
大
統
領
と
は
ブ
ラ
ン
コ
を
楽
し
み
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
故
ア

ミ
ン
元
大
統
領
と
戦
車
に
乗
っ
て
草
原
を
走
る
シ
ー
ン
へ

と
続
く
。
最
後
は
並
ん
だ
空
席
の
向
こ
う
に
た
だ
１
人
、

「
ム
ガ
ベ
氏
」
が
た
た
ず
む
様
子
で
終
わ
る
。

　

南
ア
発
祥
で
世
界
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
持
つ
グ
リ
ル

チ
キ
ン
中
心
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
「N

ando's

（
ナ
ン

ド
）」
の
約
１
分
間
の
Ｃ
Ｍ
で
、年
末
用
に
発
売
し
た
「
６

人
用
パ
ー
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
」
の
宣
伝
だ
。
同
店
は
ジ
ン
バ

ブ
エ
に
も
あ
り
、
当
地
の
経
営
者
は
「
プ
ア
・
テ
イ
ス
ト

（
悪
趣
味
）」
と
述
べ
、
ム
ガ
ベ
氏
を
支
持
す
る
団
体
か
ら

は
購
入
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
呼
び
掛
け
る
声
明
も
出
さ
れ
る
な

ど
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。

　

映
像
に
合
わ
せ
、
１
９
６
０
年
後
半
に
大
ヒ
ッ
ト
し
た

英
国
の
歌
手
メ
リ
ー・ホ
プ
キ
ン
の『T

hose W
ere the 

D
ays

（「
あ
の
頃
は
よ
か
っ
た
」
の
意
）』
が
流
れ
、切
な

さ
も
た
っ
ぷ
り
。「
独
裁
者
た
ち
」の
存
在
感
の
大
き
さ
も

手
伝
い
、
宣
伝
効
果
は
抜
群
と
言
え
そ
う
だ
。

（
高
尾
具
成
・
毎
日
新
聞
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
支
局
）

長
） 補正待ち

韓米ＦＴＡ締結に対し
市民の厳しい抵抗続く

韓国

サッカー代表ネイマール
醜聞後も抜群の広告力

ブラジル

「最後の独裁者」ムガベ氏
皮肉ＣＭの宣伝効果

南アフリカ

FTA締結に反対するデモ
（11月23日、ソウル）
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